
落ち葉は目障りなゴミなのか 

先月の会員の広場に掲載された茂原市の望月さんの記事「落ち葉・今どきの事情」で述べられた落ち葉を資源

として活用する、落ち葉掃きが植生を傷めているなど、共感する点が多々あります。 

千葉市内の大型住宅団地に隣接した保存緑地は昔ながらの雑木林そのもので、小径が幾筋も通じていました。 

初冬には枯れ葉を踏みながら気持ち良く歩けたのですが、ご近所の奇特

な方が掃き清めてくれるものですから、真冬になると早朝に霜柱が立ち、

日中は溶解を繰り返すので、人が歩くとぬかるんでしまいます。 

靴は汚れるズボンも汚れる、坂道は滑って尻もちをつく、雨があれば表

土は流れて樹木の根が露出してつまずく等々。弊害ばかりでした。 

四街道市の総合公園にはアキニレの林があて、アトリやマヒワなどの野

鳥の餌場になっています。（左写真は同公園のマヒワ） 

このアキニレ樹林の下にはテント設営区画や野外調理場があり、落ち葉

があると公園管理の方々がブロワーで吹き飛ばしています。 

そこを人々が歩くので地面はカチカチに固まって樹木の根は呼吸困難

になってしまい、枯死した木があります。枯死に至らなくても梢から枯

れ始めて息も絶え絶えの痛ましい有様です。 

根元が落ち葉で覆われれば腐葉土にミミズなどの土壌生物が住み着い

て雨水の浸透性が上がり樹木にも良く、滑らないと思うのですが 

裸地化した樹林下 踏圧でカチカチに固まっている 根は呼吸困難、枯損木の切り株が墓標の如し 

裸地は滑り易い、看板を取り付けるのも良いけれど 近くの窪地は捨てた落ち葉が山積み 

佐倉市  坂本文雄 
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今冬、野鳥観察会に参加して

この３月下旬の気温、まるで初夏のような陽気になっています。今年の夏の猛暑が心配になりま

す。 

一方で、今冬参加した各所（九十九里・外房エリア）での野鳥観察会、思い起こしてみると、今の

陽気がウソのようです。 

１ 茂原市内での、市民団体による観察会（１月中旬） 
1998年に筆者が提案して、某野鳥の会 Tさんのご指導で始まりました。 

いつの頃からか覚えていませんが、同野鳥の会との共催になりました。地域の環境やその変化を知 

るためには、たいへん貴重な取り組みだと思っています。 

川、池、田んぼ、休耕地、樹林、

集落など、野鳥（を観察する側）に

とっては、環境の変化に富んでい

て、確認できた種数は平均的には

30～40種類、最も多い年で 49種

類が確認されました。 

特徴的なことの一つは、タゲリ

が、2008年まで確認されていまし

たが、その後は全く記録されていな

いことです。耕地整理による乾田化

のせいでしょうか？いつの頃でした

か、住宅地に囲まれた田んぼでも、

タゲリが見られました。

因みに、この日の確認は、35種

でした。 

２ 『いすみ環境と文化のさと』主催による観察会（１月下旬） 
Hさんのご指導による観察会。話

には聞いていましたが、ツグミが見

られない。ノスリも。その他の種

も、極めて少ない、との全体的な感

想でした。 

でも、カワラヒワもカシラダカも

確認されました。 

実は、長南町の環境調査をお引き

受けしてますが、本当に野鳥が少な

い。スズメも見られない。この地域

が、何かおかしいのではないかと思

ってました。ゴルフ場がすぐそこな

ので、何かに汚染されているのでは

ないかとか（半分冗談ですが）。で

も、そうではなかったようです。 

右写真は、自然保護１・２月号の

記事、スズメが減っているとか。 
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３ 東庄県民の森主催行事（２月中旬） 
この行事も、かつて、筆者が企画して

始まったものです。 

 それ以来、S先生のご指導で行われて

きました。観察記録も、ほぼ S先生によ

るものです。 

 白鳥の飛来は、その後のできごとで

す。デモ、今や千葉県一の飛来地になっ

ているようです。 

 この冬、都合を調整して、久々に参加

しました。写真はその折りのものです。

美しいですね、ハクチョウの飛翔。 

４ いすみ市の事例（２月中旬） 
いすみ市の白鳥を見に行きました。右

写真は、その折りのものです。美しいで

すね。 

ある文献では下図を見つけました。 

千葉県のハクチョウ、ある方（H氏）

が、最も南の飛来地ではないか、と仰っ

ていました。 

北国の話とか、北欧の童話の世界と思

っていましたが、こんなに身近なできご

とだったんですね。 

そのように気づいた今冬でした。 

（記：茂原市 望月力智） 
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3 年間を取り戻している子どもたち（私論） 

小学校高学年の男女が放課後、公園で追いかけっこに興じている姿をみて思い出したのはコロナ禍の3

年間。３年前は小学校低学年だ。 

さらに頭をよぎったのは、2022年8月夏の高校野球で優勝した仙台育英高校の須江監督が優勝インタ

ビューで放った言葉「青春ってすごく密なので」だ。 

かつて、学校生活では学校の行き帰り、教室での学習や話し合い、ほとんどが「密になりっぱなし」だった。

新型コロナの感染症が蔓延した結果、密になること自体が「悪である」とされる期間を過ごしてきた。コミュ

ニケーションをどのようにとっていくべきなのか？悩んだに違いない。「これもダメ」、「あれもダメ」は子ども

たちの心にどう響いたのだろうか。その影響は心にどう残っているのだろうか？大人になるまでに取り戻せ

るのだろうか？ 

新型コロナウイルス感染症が2023年5月から5類感染症に分類され、マスクの着用も自由になった。

家族は密にしていいけど、よその人たちとは密にはなれない。人と接する際の行動の価値観が全く変わって

しまった。新型コロナの影響で学校生活が不自由になった。 

そして今度は5類感染症に分類されることで、学校生活で密になる制限はなくなり、学校生活での密な

状態が戻ってきた。ダメだったものが、今度はダメでなくなった。でもダメになる前の姿には戻れない。失っ

た3年間を取り戻そうと一生懸命なのか。ちょうど赤ちゃん返りのように、できなかった3年間を遊び直し

て心のすき間を埋めているのではないか。そのため子どもたちは男女ともに仲良く遊ぶ姿が以前にもまし

て増えてきたのではないか。 

遊びの質にも影響があるとすれば、パンデミック中のストレスや不安から解放され、より素朴で無邪気な

遊びに戻ることを欲しているのではないか。子どもたちは未曽有の状況を経験し、その反動として安心感や

安定感を求める。その行為が甘えるような行為として

見える。 

ベネッセ教育総合研究所によると、学校行事の中止

や縮小は、「自分自身に自信を持てていた」「思ったこと

を言葉に出して表現できていた」などの非認知能力

に、マイナスの影響があり、小学生では運動会や体育

祭・球技大会、中学生では学芸会・文化祭や遠足、高校

生では修学旅行・移動教室の中止や縮小が、非認知能

力に悪影響があることも明らかになったとしている。 

日本財団などでは、結果を受けて、低年齢の子ども

に対して、学校内外で失われた機会をカバーする努力

が求められると指摘。運動会や修学旅行などの学校行

事を重点化して行うなど、体験の機会を提案している。 

子どもの変化をとらえて適切なアドバイスをするこ

とが大人の役割なのではないかという気がする。 

（松戸市 藤田 隆） 

昭和の森のカタクリ 2022.03.27 
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